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第 1 章においては 本研究を実行する際に 基本的な演算となる 2 次元ディスクリートフーリェ変
換の演算時間の短縮について述べている。



















第 6 章においては 光学系の回折によって帯域制限を受け，雑音の混入した観測像から被写体のも
つ詳細な情報を回復する方法を提案し，その方法が，この問題に非常に適していることを計算機シミ
ュレーションで確かめた結果について述べている。
総括では，本論文の研究結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
画像情報処理に電子計算機を用いた方法の特色は光学的な処理方法のみでは困難，もしくは不可能
と思われる複雑な処理を行い得ることであり，近年多くの提案がなされてきたが，その技術上の困難
さのため簡単なモデル実験を除いてその多くは提案にとどまっている。
本研究はその問題点のひとつである高精度かっ高速度で動作し得る画像入出力装置を開発し，それ
を種々の画像処理方式に適用して，その装置ならびに方式の実用性を確めたものである。すなわち，
本装置は標本打点数512X512個を位置精度::l::: 0.1%，計算結果に対する表示輝度の精度::l::: 4%，表示時
間約50秒で表示することができ，画像処理を目的として現在までに試作，公表された装置の中では極
めて高い精度を持つものと思われる。本研究においてはこれらの装置を用いて 線型空間フィルタリ
ングによる画像のコントラストの向上，非線型フィルタリングによるコントラストの向上，空気のゆ
らぎによる劣化像の回復 最小自乗誤差評価に基ずく最適フィルターの応用など，これまで提案され
てきた種々の処理方式に具体的に適用して，その有用性ならびに問題点について調べている。
また，光学系の開口によって帯域制限をうけ，かっ雑音の混入した観測像からの像回復について新
しい処理方法を提案し，それが極めて有用であることをも確めている。
このように，本論文は画像工学の進歩に寄与すること大であり，博士論文として価値あるものと認
める。
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